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●アクセス
相鉄本線「三ツ境駅」下車 徒歩約12分
または、三ツ境駅北口より相鉄バスにて
「中丸」バス停下車 徒歩約5分

■横浜市瀬谷区社会福祉協議会
　月～金曜日／8:45～17:15

■瀬谷区ボランティアセンター
　月～土曜日／9:00～17:00

■瀬谷区福祉保健活動拠点「パートナーせや」
　月～土曜日／9:00～21:00　日曜日・祝日／9:00～17:00（年末年始を除く）

●駐車場
26台　※障害者用駐車場2台　
※台数に限りがありますので、できるだけ
　公共交通機関をご利用ください。

この広報紙は、共同募金の配分金
により作成しています。

広報
委員会

●
横浜市多機能型拠点こまち

委 員 長●彌登　章（瀬谷第四地区社協）
副委員長●氏原　哲（瀬谷北部地区民児協）
木下 信義（細谷戸地区社協）／桐生 優子（モボ・モガ喫茶）
吉野 弘恵（中屋敷地域ケアプラザ）

瀬谷区社会福祉協議会（社協）  広報紙
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　第４期瀬谷区地域福祉保健計画（令和３～７年度）の基本理念は、「みんなでつくる みんなのしあわせ」です。
その理念を実現し、瀬谷区で暮らすすべての人にとって暮らしやすい地域をつくるため、各地区では特性や
資源を活かして課題の解決に取り組む地区別計画を策定しています。
今回は瀬谷第二地区と本郷地区の地区別計画に基づいた取組を紹介します。

　地区の目標のひとつである「誰もが安心
して生活できるまち」を目指して、毎年４月
の第１土曜日に「安心散歩の日」を実施し
ています。安全に安心して健康で心豊かな
日常生活を送るため、身近な「みち」を安心
して散歩していただきたい、人々とのふれ
あいや、瀬谷区の豊かな自然の素晴らしさ
と出会いを楽しんでいただきたいと思って
います。
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「安心散歩の日」

各種募金のご協力状況令和5年度

賛助会費納入協力状況報告

神奈川県共同募金会瀬谷区支会 日本赤十字社瀬谷区地区委員会災害義援金

ご協力ありがとう
ございました。
ご協力ありがとう
ございました。
ご協力ありがとう
ございました。

※令和5年度実績については令和5年12月末日現在の実績です。

日本赤十字社瀬谷区地区委員会

●賛助会費とは●
　賛助会費は、総額の55%を瀬谷区内の地区社会福祉協議
会に還元し、45％を地域福祉活動団体の運営を支援するた
めにふれあい助成金の財源や事務費として活用しています。

●賛助会員とは●
　本会の実施する事業に対して、ご賛同いただき、１年ごとに
会員という形で地域の福祉活動を財政面で支えていただく
世帯・個人・法人・団体の方々のことです。

●賛助会費の種類●

　地域の皆様の善意に基づく金銭・物品をお預か
りし、必要とされる方々に配分する仕組みで、銀行
の機能になぞらえて「善意銀行」と呼んでいます。

　共同募金は、瀬谷区内の
12地区社会福祉協議会の活
動支援や、瀬谷区ふれあい助
成金として瀬谷区内で活動す
るボランティアグループや障
害当事者団体等に助成する
ために役立てられています。
　年末たすけあい募金につ
いては、本紙の3面でも紹介
しています。

　義援金は、全額を被災都道府県に設置さ
れる義援金配分委員会へ全額をお送りし、市
区町村等の自治体を通じて、被災地の方々
の生活支援に役立てられます。
　能登半島地震で被災された方々に心より
お見舞い申し上げます。
現在『令和６年能登半島
地震災害による義援金』
の受付を行っています。

世帯賛助会費
法人・個人会費

合計

5,101,630円
541,200円

5,642,830円

会　費 5,258,269円

合計６件

今年度の金額

32,393円

710,362円

赤い羽根共同募金

合計

年末たすけあい募金
6,172,296円
1,434,818円
7,607,114円

善意銀行とは善意銀行とは

※賛助会費は確定申告の際、寄付金控除の対象となります。

（順不同・敬称略）
法人賛助会費にご協力いただいた皆様法人賛助会費にご協力いただいた皆様

令和6年1月末日現在

○世帯賛助会費（１口1,000円）
○法人賛助会費（1口5,000円）
　個人の方を対象とした世帯賛助会費については、毎年7月
から各自治会・町内会の皆様のご協力のもと、とりまとめてい
ただいています。

●（学）愛光学園　●（株）アイシマ　●（株）アクティブ　●（株）伊興
●（株）浅川建設　●（株）あんざい　●（有）一里山ゴルフセンター
●（有）朝日スポーツセンター イシケンスポーツ瀬谷店　●（税）TMP
●（株）エムテック松崎　●（有）カネココンストラクション
●（株）尾坪工務店　●（有）川井塗装店　●川口白鳳（株）
●（株）川口ビル　●（株）小松工業　●（医）産育会 堀病院
●（株）佐川商事　●（株）シーケン　●（有）重田設備工業
●（有）忍興産　●（株）昭和　●（株）伸和　●親和興業（株）
●瀬谷交通（有）　●瀬谷総合開発（株）　●（有）第一産業
●（株）ダイワ電設　●（株）谷村工務店　●（特非）ワーカーズわくわく
●日翔物流（株）　●（株）日生設備　●（株）ハクホウエンタープライズ
●（株）ハウスたかだ　●（株）ハマ・メンテ　●（有）平本ビル
●（株）富士紙業　●（株）三ツ境生花園　●（一社）横浜市瀬谷区医師会
●（医）碧波会 かわしま歯科医院　●（株）松下コンクリート建材
●（有）ラ・シード　●（株）ライプロンコーポレーション　●（株）モンズ
●（株）連合社印刷　●麺場 田所商店 瀬谷店　●三ツ境交通（有）
●（有）小林鉄筋工業所　●（株）白光社 すみれ葬祭　●（株）カナコン
●（株）翔和サービス　●日栄建設（株）　●（株）ランディックホーム
●（株）ジャパンダットサンサービス

みんなでつくる みんなのしあわせ
第４期瀬谷区地域福祉保健計画

瀬谷第二地区

　「健康長寿の里」を目指す自立の地域づ
くりという基本目標を実現するため、毎年
「笑顔で楽しく健康長寿講座」を実施して
います。昨年度からあじさいプラザで実
施し、より多くの方に参加していただける
ように取り組んでいます。
　また、地区内には５か所のサロンがあり、
一年を通して心と身体の健康づくりのた
めの活動が活発に行われています。講座
やサロン活動を通して、市内で一番健康
長寿な地域を目指します。

「健康長寿の里」を目指して本郷地区

令和６年は４月６日（土）９：３０～１２：００の開催を予定 詳細はこちら➡
（瀬谷第二いんふぉ）

令和５年12月11日に健康体操と栄養講座を実施

　寒さの中にも春を感じる季節となりました。昨年からコロナ前と同
じ状況で地域の催しができた地区も多く、顔を合わせる喜びを再確
認できました！今回の“ほのぼのせや”も地区のイチオシ活動や地福
計画シンポジウムの報告など、地域の活動を紹介しています。

　今年度から広報委員になりましたが、地域の方に「ほのぼのせや見たよ」と 
お声をかけていただく機会が多くあり、広報紙を通して地域とのつながりも感じ
ています。(吉野委員)

編 集後 記
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「障害のある人にとっても貴重な体験となっています」

　新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人たちが
地域で安心して暮らすことができるよう、年末たすけあ
い募金の配分が活用されています。

　地域で暮らす障害者やその家族の支援を行っている
「障害者地域活動ホーム せや福祉ホーム」では、年末た
すけあい募金の配分を活用して、毎年12月に地域との交
流を目的にクリスマスコンサートを実施しています。
ボランティアグループと一緒に歌ったり、
タンバリンや鈴を鳴らしたりしながら
楽しむ当事者参加型のイベントです。

　令和５年11月25日に瀬谷公会堂にて開催されました。
　地域福祉保健計画の推進を目的として実施されてお
り、基本目標Ⅱをテーマに、基調講演と4地区の取組発表
が行われ、186名の参加がありました。
　慶應義塾大学大学院准教授の小池 智子氏による基調
講演「健康でいきいき 地域活動のススメ～瀬谷に元気が
あふれ出す～」で、地域活動の広がりにつながるヒントと
してお話された『地区の強みから入る』ということに「刺
激を受けた」という感想が聞かれました。
　三ツ境地区、南瀬谷地区、瀬谷北部地区、瀬谷第二地区
による取組発表に対しては、「各地区の取組だけでなく、
地域住民の様子が伺えて参考になった」という
感想が聞かれました。

➡
詳細はこちら

（はねっとHP）

　瀬谷区社会福祉協議会は会員組織で、会員は民生委員、連合自治会・町内会や各
種団体、施設により構成されています。今回は、日本に住む外国人の日本語学習を
サポートしているボランティア団体を紹介します。

区内にお住まいで、高齢や障害により日常的な金銭管理に不安のある方が、
安心して自分らしい生活が送れるよう支援します。

※あんしんセンターとは、社会福祉協議会で行う日常生活自立支援事業の、横浜市における愛称です。

　せやまる・ふれあい
館2階パートナーせや
にて、毎週水曜日9時
15分～10時45分に
日本語教室を開催し
ています。
　現在20名のボラン
ティアが、12か国、30
名の外国人に日本語
を教えています。

講座
報告
講座
報告
講座
報告

功労者表彰功労者表彰功労者表彰
令和５年度 全国社会福祉大会
■厚生労働大臣感謝　 はあとの会
■中央共同募金会会長表彰
　浅井 惠美子／瀬谷区民生委員児童委員協議会

■横浜市社会福祉協議会会長表彰
　阿久和北部連合自治会／阿久和南部連合自治会／三ツ境連合自治会
　瀬谷第一地区連合町内会／本郷地区連合自治会／瀬谷第二地区連合自治会
　細谷戸連合町内会／瀬谷第四地区連合自治会／南瀬谷自治連合会
　相沢町内連合会／神奈川県立三ツ境支援学校／神奈川県立瀬谷支援学校
　NPO法人ワーカーズわくわく／瀬谷区文化協会
　地域活動支援センターKOKO／コアラの会
■横浜市社会福祉協議会会長感謝
　ハンドメイドカフェ／瀬谷区更生保護女性会／勝建設株式会社

令和５年度 瀬谷区社会福祉功労者表彰
岩田 和代／岡 新次郎／小川 滋／小野 勝／北堀 節子
後久 二郎／佐藤 和子／佐藤 均／中間 美幸／日置 マサ子
福澤 千惠子／藤田 信子／山菅 美紀子／あっとほーむさんや
影絵グループ花いちもんめ／サロンよってって～A／サロン楽々
瀬谷区傾聴ボランティア・えがお／株式会社清光社／匿名令和５年度 神奈川県社会福祉大会

（敬称略）

令和５年10月27日（金）

令和５年度 横浜市社会福祉大会 令和5年11月14日（火）

令和５年11月15日（水）

令和５年11月7日（火）

国際交流 S e y a国 際 交 流 S e y a国 際 交 流 S e y a

瀬谷区社会福祉協議会「あんしんセンター」紹介

■神奈川県社会福祉協議会会長感謝
　石田 邦彦／阿久和北部お楽しみ食事会／配食サービス火曜の会
　配食サービスひまわりの会／ほのぼのサロン
■神奈川県社会福祉協議会会長表彰 
　瀬谷区傾聴ボランティア・えがお／相沢ふれあいサロンⅡ
■神奈川県共同募金会会長感謝
　木村 一夫／上楽老峰自治会

共同募金の使いみち
年末たすけあい募金
共同募金の使いみち
年末たすけあい募金
共同募金の使いみち
年末たすけあい募金

第４期瀬谷区地域福祉保健計画
推進シンポジウム開催
第４期瀬谷区地域福祉保健計画
推進シンポジウム開催
第４期瀬谷区地域福祉保健計画
推進シンポジウム開催区社協会員紹介
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学習者のイクバルさんとファルヒーンさんの
おふたりにインタビューをしました。

ご協力ありがとうございました。

バングラデシュ出身のイクバルさん（左）
パキスタン出身のファルヒーンさん（右）

マンツーマン、グループで学習しています

TEL：045-361-2262
（あんしんセンター直通 ・ 月～金曜日　9：00～17：00）

ご利用を希望される方は、お気軽にご相談ください。

Q.国際交流Seyaを知ったきっかけは？
　A.子どもの通う学校で教えてもらいました。
Q.学習を始めてどのくらいですか？
　A.4年くらいです。
Q.こちらで日本語を学んでみてよかったことはありますか？
　A.わからないときも先生（ボランティアの方）が一緒に調べて
　　 くれるので、楽しいです。
Q.今後の目標はありますか？
　A.勉強して日本語の試験を受けたいです。
   　 子どもの勉強を見られるようにもなりたいです。

●ご本人に代わって現金出納や支払いを行います
●あんしんセンター職員が定期的に訪問をします
●必要に応じて郵便物の確認や
           福祉サービスの利用手続きを援助します

音楽ボランティア『メロディー・クレール』の歌声にあわせて楽しんでいました

詳細はこちら➡
（瀬谷区HP）

基本目標Ⅱ「健康でいきいきと暮らせる地域づくり」をテーマに各地区が発表しました

お手伝い
できること

「障害のある人にとっても貴重な体験となっています」
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